
























Educational Thought of Takayasu Shigematsu (1) :




















































































































































































































































が、現職員の職名・受持学科・就職年月・本籍地・氏名・住所、旧職員の受持学科・就職年月 退職若クハ転 現在住所・氏名・住所、明治十五年から昭和四 卒業生までの、職業・氏名・住所、現補習科及び第五学年から第一学年までの生徒の氏名・住所が網羅さ 、名簿編集は精緻を極め、その作業は相当 過酷であったと拝察する。　
重松の『五十年史』への尽力に関連して、発行当時、第一高等学校長


























































































重松は黒上のことを聖徳 研究者だか 尊敬して たのではな





















































てやろう。家庭教師の仕事などしながら。大学を卒業することは、とても大変だ。おれもいっしょにいってやるぞ 」といってくれた である。済まない、というのか、有難い、という か、今でも涙がでて
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人」という血書のカードを、送ってきてくれた。余り ことに、おどろいたが、彼の真意 十分 汲みとることができなかった。彼が再発した肺結核のため、この世を去ることを覚悟し、それだけ強く、自分を自覚させてくれ 精進道を、広く伝えていきたいと願い、わ しに精進道を伝えようとしてくれたことが、後にな 、だんだんわかってきた。その年の夏休みには、房州 白浜に転地療養をして る彼を、見舞に行ったが、その後しばらくして、 の世 去 。
九四
　




























いる。それは小学校、中学校時代の友人であり また教師であるが、とりわけ、かけがえのない出会い 重松 人生を大きく左右する出会いは、黒上正一郎と長坂端午であることに間違いはないであろう。し、重松による回想を読んでみると、唐突に登場する、市井の人びとがいることに気付く。そのうち 一人が飯田貢である。（一）飯田貢　
飯田貢は、結核を患い、重松が府立一中四年になった時に同級になっ










































まなければならないけ ども、様々なしごとをし 困難を乗り越え、静かであった晩年を知る一人としては、その回想を活字にしようとつとめた重松をまだまだ信じてみよう 思うのである。　
本稿は重松の人なりと人生のうち、その入り口を素描したに過ぎな
い。東京文理大から豊島師範学校、東京都視学官と歩んで行くそ 後




















































和六（ 三一）年十二月、 「音声 認識について」であり、これが後 引き継がれているという（釘貫亨「書評・有坂愛彦・慶谷壽信編『有坂秀世言語学国語学著述拾遺』 」 （ 『国語学』第一六〇集 一九九〇年）
一三
　
重松「教育問答・人さまざま（八七）─共に歩む人（一） 」 （ 『考える子ど






















































































本校出身」 （ 『五十年史』 ）で確
認すると、小原は大正十五（一九二六）年に卒業し、当時、東商大専修了・不動貯蓄銀行、住所は赤坂青山北四ノ六四 となっている。不動貯蓄銀行はその後協和銀行となった。小原は三十五 の行員生活でいくつもの支店長を経験し、また組合の委員長もつとめ、退職後は医師亀谷了 請われて、目黒寄生虫館を手伝い、平成四（一 九二）年八月十日に没した。 （前掲、重松「教育問答・人さまざま（八四）─孝夫君の事例」 ） 。
一九
　「有坂博士追悼録」 （ 『国語学』一九五二年一〇月） 。この追悼録は、同年六月一五日有坂秀世博士追悼講演会における 金田一京助によ 「有坂博士の想い出」の講演録である。
二〇
　





























































川田正澂「緒言（昭和四年一〇月） 」 （前掲『五十年史』 ） 。
四六
　
重松「教育問答・人さまざま（一九） 」 （ 『考える子ども』第一四八号、













（一九〇七）年四月、徳島市新町小学校入学。大正二（一九一三）年三月、同校卒業。四月、徳島師範学校附属小学校高等科 年入学 大正三（ 一四）年三月、同高等科卒業、同校推薦にて、大正三（一九一四）年 月十 日、徳島県立商業学校入学。大正八（一九一九）年三月、同校卒業。同三月十五日、阿波商 銀行勤務。大正十 （ 二二）年秋、上京。大正十（一九二四）年、同行退職。大正十四（一九二五）年八月、第六高等学校教


















































長坂端午「代用教員時代の思い出（一） 」 （ 『考える子ども』第六六号、




















































































良を参観した。当時徳島県板野郡大津東小学校の代用教員になったばかりのわたくしは、先生方の『環境整理』という言葉に悩まされていた。 『教室を奇麗にしていくこと』かと思うと、そうではない。 『作品をたくさん掲示したならべたりすること』かと思うと、 『ゴタゴタしずぎる』と批評される。たまりかねて『環境整理というのは奈良女高師小が本家だから、そこに行って習いなさい』といっ 教えてくれない。そこで田植え休みに、奈良から吉野・十津川の方を歩きまわる序に 奈良女高師付小を訪問したのである。授業のない時、案内を乞うと、校内をみてまわる許可を得、ぐるりとまわったが、何もわかる筈がない。それなのに『環境整理というのは、小黒板をたくさんならべることだ』と理解し から、滑稽である。 」 （重松、 『教育方法論Ⅰ
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前掲、重松「教育問答・人さまざま（八九）─共に歩む人（ ） 」 。
九八
　











法華経提婆達多品第十二 以下の部分。當時衆會 皆見龍 。忽然之間。
變成男子。具菩薩行。即往南方。無垢世界。坐寶蓮華。成等正覺。三十二相。八十種好。普爲十方。一切衆生。演説妙法。
一〇二
　
前掲、重松「教育問答・人さまざま（五六） 」 。
平成二十七年十月一日受理
